
令和４年（２０２２年） ９月号 和歌山市立宮小学校 

宮  通  信  

めざす児童像 

向上心をもってがんばる子  ・  心が豊かでやさしい子  ・  心身共に明るく健康でたくましい子  

ひとと同じでなくていいのです！ ありのままの自分が最高！ 

2学期が始まりました。2学期は運動会、秋の遠足、修学旅行等々の学校行事がたくさん

あります。4月から子どもたちと話をする機会が多く、校長室や、ローカ、教室で子ども

たちはたくさんの話を聞かせてくれます。「外でボール遊

びは得意だけど、体育館でのマット運動は嫌い」「授業中

ハイ！ハイ！って手を挙げて発表するより黙って話を聞

くほうが好き」。高学年になると「〇〇ちゃんみたいにス

タイルよくなりたいんだけどなかなか難しいわ」等々。 

私は小学生の頃は「夢見る夢子さん」で、授業中はい

つもボンヤリしながら空想の世界に浸っていました。「〇

〇さんみたいに問題をスラスラ解けたらいいのに」「魔法

使いみたいにほうきに乗って空を飛びまわりたい」など

思っていました。でも当たり前ですが〇〇さんにも魔法

使いにもなれません。けれど私は、走るのと歌を歌うのと文章を書くのは大好きでした。 

今、子どもたちに願うのは、自分を大好きでいてほしいなと思うのです。お家でも、人

と比べるのではなく「あなたのこんなところが大好きだよ！」「こんないいとこあるよね」

「あなたはあなた、自分の得意をいっぱい伸ばしていこね！」と声をかけてあげてくださ

い。あったかい言葉のシャワーをたくさん浴びさせてあげてください。お願いします！ 

ぼくは ぼく 

          からすえいぞう 

 

ときどき ぼくは 

ほんのすこし 

いろつきの はねが ほしいな と 

おもったりする 

ほんのすこし 

いいこえで うたえたらな と 

おもったりする 

でも          

これが ぼくだ と 

とんでいく 
      （『のはらうたⅣ』工藤直子 作） 



 


